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( 1 ) ウシのロドプシンージギトニン抽出液について -1950C ""200 C の温度範囲で白色光照射または
再照射し，残浮ロドプシン量を測定する乙とにより， -1950 C""-1300 C の温度範囲で安定な中間産物
と -800C " -200 C で安定なものが見出された。
( n ) さらに 442mμ"" 612mμ の聞の各種単色光をもちいて， 上に述べたこつの中間産物の性質を
-1950 C および一78 0 C で追求したと乙ろ，低温で照射されたロドプシンは中間産物に変化し，さらに
乙れが吸光的にロドプシンおよびイソーロドプシンに変化する乙とがあきらかになった。低温では照射に
よって以上三成分の光化学平衡が成立していると考えられる。 -195 0 C と一78 0 C では同じ波長光に対
する光化学平衡がことなり，また中間産物は -1950 C では長波長光によく反応するから，おそらく吸収












第 2 篇は -195 0 C ならびに -780 C でロドプシンの単色光照射および再照射を行った実験で，著者
は乙の実験では吸収極大の移動からイソロドプシンの生成を推論している。著者の見解によれば，低温で
照射されたロドプシン裕液はロドプシン，イソロドプシンおよび labile fraction の混合物であって，これ
らの成分は照射温度と照射波長とに依存した光化学平衡にあると考えられる。しかもこのような光化学平
衡は網膜の構造内では常温でも成立し，したがって視覚に重要な意義をもつであろうと結論している。
以上の論文は，乙とに第 2 篇がなお未成熟で批判にたえがたいおそれがあるけれども，ロドプシン槌色
の初期過程についてとにかく統ーした見解をうち出した点で，相当に高く評価してよいと考える。 3 篇の
参考論文についても著者の寄与はかなり大きいから，乙の論文は理学博士の学位論文として十分の価値あ
るものと認める。
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